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＜保護者アンケート考察＞ 

※今年度、アンケートの内容の見直しを行ったため、昨年度との比較ではなく、今回のアンケート内容での見解

を出させていただいています。 

※今回は 156 人の保護者の方からの回答となりました。昨年度は、12 月の面談後、そのまま図書室へ足を運ん

でいただき、アンケートに答えていただく流れをとっていたのですが、今年度はプリント配布で、各ご家庭でア

ンケートを行っていただいたので、回収率が下がったと考えられます。来年度に向け、保護者の方がアンケート

に答えやすく、多くのご意見がいただけるよう、システム改善をしていきたいと思います。 

※項目２の学習内容や評価に関しては、「ややそう思わない」「そう思わない」を合わせて 30％程度ありました。

2021 年度から、観点が３観点へ変更、指導内容改定もある中で、保護者の方や生徒達の不安も多々あると思いま

す。今回の結果を受け、安心した教育活動ができるよう、今後、検討していきたいと思います。 

※項目３、４の行事・生徒会活動については、「そう思う」「ややそう思う」を合わせた割合が 80％程度になって

います。各行事で制限があったものの、生徒の活躍の場を広げることができ、保護者の方も家では見られない子

どもの様子も見ていただけたと思います。まだ、感染の不安もあるなかでの行事でしたので、学校としては、は

じめての試みで行う活動も多くありました。今回の保護者の方からのアンケートを受け、来年度に向け、生徒に



とってよりよい教育活動ができるよう、職員一丸となって頑張っていきたいと思います。 

※項目 5・6 のキャリア教育に関しては、現在過渡期であり、コミュニティハウスの方々のご協力も得て、活動

しています。今後、子ども達の３年間の生活を見通して、よりよい活動にしていきたいと思っております。 

※項目 11、13、16 の地域や小学校との連携に関しては、コロナの状況によっては、少しずつ以前の活動に戻る

と思います。今年度は部活動交流が復活いたします。地域、家庭、学校が一体となって教育活動を進めていけた

らと思います。 

※今回のアンケートの特徴として、「わからない」という回答が多くありました。保護者の方に来校いただくこと

が、減ってしまっている状況の中だからこそ、学校としては、子どもや学校の活動のようすをより発信していく

必要があると強く感じております。耳の痛いご意見も私たち教職員への期待の表れであると前向きに受け止め、

学校と家庭が同じ方向に向かってお子様の成長につなげていけるようにしていきたいと思います。よろしくお願

いいたします。 

 

※自由記述欄について 

①定期テストの平均点を出してほしいというご意見をいただきましたが、定期テストの平均点を元に相対的な評

価はしておりません。各教科の目標に準拠した評価をおこなっております。昔は偏差値や相対評価（集団の中で

の位置における評価）などで平均点は意味をもっていましたが、今の評価では平均点を用いる評価はしておりま

せん。 

②授業方法、評価方法について、いただいた御意見を参考にし、各教科で授業改善に取り組んで参ります。評価

に関する質問は各教科担当に遠慮なく質問してください。普段の授業や学習質問日で、生徒の学びにつながる指

導・助言を今後も続けてまいります。 

③学校のようすがわからないというご意見について、学校便りや HP 等の充実を図り、積極的に情報発信をし

ていきたいと思っております。また、御家庭でもお子様と学校生活に関して話す雰囲気・時間を大切にしてく

ださい。 

④部活動に関しては、横浜市の部活動ガイドライン（平日 2 時間、休日 3 時間及び平日 1 日・休日 1 日の休養

日）に準じて運営しております。大会等で土日も練習が必要になった場合は、翌週で休養日を多く設定するこ

とが基本です。活動日に関しては、各顧問に御相談ください。また、学校行事を最優先にしております。 

顧問の外部委託は本校だけで進めることは今の段階ではできません。 

⑤進路指導に関しては、１・２年生向けの進路説明会を実施するなどしています。分からない時は担任に質問

してください。今後も適切な情報発信をしてまいります。進路に関する成績は、高等学校等により異なります。

神奈川県の公立の場合、2 年生（1 年間）・3 年生（4 月～11 月）の成績が内申点として用いられています。 

⑥面談時の再登校に関しては、遠距離の生徒に配慮しております。また、引き渡し訓練は、避難訓練も兼ねて

実施しておりますので、非常時と同じ避難状況になっております。クラス表示（学年色ごと）をするなどしま

す。 

⑦物の紛失等が起こらないよう、物の管理に関しての生徒への呼びかけ、空き教室のカギ閉め等を行っていま

すが、０ではありません。今後も生徒が安心・安全に生活できるよう努めてまいります。 

 

自由記述では、励ましのお言葉や厳しいご意見もいただきました。職員会議で全職員が共有し、よりよい教育

活動のために生かしていきます。 
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＜生徒アンケート考察＞ 

※項目３の ICT 学習活動に関しては、「そう思う」「ややそう思う」の割合が 84％となり、クロームブックが有

効活用されていると思われます。調べ学習などが自由に行われるようになった反面、正しい使い方を生徒に指導

していく必要性があるとも感じています。 

※項目６の職業・進路学習に関しては、「ややそう思わない」「そう思わない」を合わせて約 30％でした。「職業

体験学習」から「プロから学ぶ（職業講話）」への移行などにより、生徒が必要としている学習内容と私たち教職

員が学んでほしいと思っている内容との乖離があったこと、または本校のキャリア教育としては不十分だった面

があると受け止め、今後の内容見直しや検討を考えていく必要があると感じています。 

※項目７の学校生活の決まり、マナーに関しての項目は、コロナの状況により変更になったルールもあったのに

も関わらず、約 88％と高い割合になりました。生徒一人一人が、しっかりとした学校生活を送ろうという意識が

高いと思われます。生徒たちの思いをしっかりと受け止め、さらによりよい東山田中学校を築いていけるよう、

導いていきたいと思います。 

※項目 11 のゴミ関係に関しては、ユニクロの洋服リサイクル活動は行えたものの、コロナ感染防止のためにゴ

ミを家に持ち帰るようになったり、使用済み上履きをベトナムに送ることができなかったりと、活動が縮小にな

ったために、否定的な意見が増えたと考えられます。コロナの状況を踏まえ、今一度、地球にやさしい活動を考

えていきたいと思います。 

※項目１、２、４，５の授業や行事、委員会活動などに関する項目に関しては、「そう思う」「ややそう思う」を

合わせて 72～81％と概ね充実した学校生活を送っていると思われますが、「ややそう思わない」「そう思わない」

と回答している生徒が約 20％程度いることにも目を向け、生徒が充実した学校生活を送れるよう工夫していく

とともに、教科相談、教育相談をより充実したものにし、生徒がより安心した生活が送れるよう、職員一丸とな

って取り組んでいきます。 

 


